
皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。
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・個人さまに対する請求書類
「生命・身体的損害に係る賠償」
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大熊ICから自動二輪が
流出可能となりました -------- 13

・12月の「ひばり」----------- 14
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●「みなみそうまトピックス」から

●交流ルームひばり通信

●被災自治体News

11月20日、鹿島区のライトアップイベント「かしま

プロムナード」の点灯イベントとして宝蔵寺で「楓姫も

みじまつり」が開催され、小高区では、小高浮舟ふれあ

い広場で、「あかりのファンタジーイルミネーション in 

おだか」の点灯式が開催されました。

12月2日発行

Vol.524

２ページをご覧ください。
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●NEXCO東日本



被災自治体News

11月20日、鹿島区のライトアップイベント「かしまプロムナード」の点灯イベントとして

宝蔵寺で「楓姫もみじまつり」が開催され、小高区では、小高浮舟ふれあい広場で、「あかり

のファンタジーイルミネーション in おだか」の点灯式が開催されました。

楓姫もみじまつりでは、雲雀法螺貝愛好会の皆さんによる演奏が行われ、その後、撮影に来

た市内の写真愛好家や見学に来た家族連れがライトアップを楽しみました。

小高区の点灯式では、関係者あいさつの後、小高産業技術高校の吹奏楽部のコンサートが開

催され、多くの人々が演奏に聴き入り、点灯式の終了後には、最寄りの小高交流センターのラ

イトアップを楽しんでいました。

小高のイルミネーションは1月10日まで開催されています。

20
11 土
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被災自治体News

南相馬市の復興工業団地に長距離無人航空機の製造・研究を行う株式会社テラ・ラボの研究

拠点「TERRA LABO Fukushima」が竣工し、11月19日竣工式と内覧会が行われました。

研究拠点の敷地面積は10,754平方メートル、延床面積は1,320平方メートルとなります。

今後は、ドローンを使った災害情報のデー夕収集や共有災害に対応できる体制づくりを進め、

2023年4月以降の段階的な実用化・事業化を目指すとのことです。

19
11 金
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マイナンバーカードによるコンビニ交付の停止（11月23日～12月6日）

11月26日HP更新

システムメンテナンスのため、コンビニで交付可能な各種証明書が、下記期間で発行で

きません。

停止期間

11月23日（火）午後11時～12月6日（月）午前6時30分

交付できない証明書

すべての証明書

コンビニエンスストア等における証明書等の自動交付【コンビニ交付】

https://www.lg-waps.go.jp/

南相馬市からのお知らせ

問い合わせ 市民生活部 市民課 戸籍・住民記録係 0244-24-5235TEL



被災自治体News

令和4年1月4日採用 南相馬市復興支援員を募集します

12月2日HP更新

観光事業による地域おこし活動として観光PRイベントの企画運営などに携わっていた

だける方を、下記のとおり募集します。

なお、応募する場合は、必ず募集要項をご確認ください。

業務内容

観光PRイベントの企画運営

観光情報の発信

観光協会のホームページやFacebook（フェイスブック）などの更新、パンフレット

の作成 など

観光物産品などの開発および販売促進

新規物産品の開発、首都圏などでの物産販売など

（長距離運転業務および荷物運搬有り）

新たな観光事業の企画開発

観光案内

窓口、電話での観光案内 など

その他、復興支援員向けの研修会への参加 など

就業時間

午前8時30分～午後5時15分

賃金

月給 200,000円

手当

通勤手当上限5,000円（月額）、住居手当上限27,500円（月額）

採用予定人数

1人

応募資格

普通自動車一種免許（AT可）

パソコン操作（エクセル・ワード・インターネット）が可能な方

勤務・雇用先

（一社）南相馬観光協会（南相馬市原町区本町2-52）

次ページへ続きます
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被災自治体News
業務内容問い合わせ先

南相馬市役所 観光交流課 0244-24-5263

雇用期間

令和4年1月4日～3月31日

※ ただし、勤務実績等に応じ1年ごとに雇用更新する場合があります。

週休日

週休二日制

加入保険

健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険

応募条件

普通自動車運転免許

応募方法

必要書類様式をウェブサイトからダウンロード、または下記の窓口にて受け取り、記入

のうえ、下記まで提出（郵送・メール可）ください。

面接予定日は12月23日（木）になります。詳細な時間、場所などについては、書類選

考の結果通知に併せてお知らせします。

なお、面接日は変更になることがありますので、ご注意ください。

資格免許を有する方は、コピーを同封してください。

書類提出期限

12月16日（木）必着

ダウンロード用様式等

令和3年度復興支援員募集要項 (Word)

https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/24/fukkousienninnbosyuuyoukou.docx

履歴書 (Word)

https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/24/hukkousieninrirekisyo.docx
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被災自治体News
職務経歴書 (Word)

https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/24/hukkousieninsyokumukeirekisyo.docx

エントリーシート (Word)

https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/24/hukkousienninentry.docx

【参考資料】南相馬市復興支援員設置要綱 (PDF)

https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/24/7734-5.pdf

問い合わせ 経済部 観光交流課 0244-24-5263TEL

浪江町からのお知らせ

【都道府県別】(福島県外) 【福島県内市町村別】
都道府県 人 数

北海道 52

青森県 41

岩手県 37

宮城県 926

秋田県 40

山形県 112

茨城県 975

栃木県 457

群馬県 131

埼玉県 648

千葉県 554

東京都 788

神奈川県 413

新潟県 287

富山県 15

石川県 25

福井県 8

山梨県 38

都道府県 人 数

長野県 54

岐阜県 19

静岡県 58

愛知県 36

三重県 7

滋賀県 5

京都府 34

大阪府 60

兵庫県 25

奈良県 6

和歌山県 1

鳥取県 -

島根県 5

岡山県 23

広島県 10

山口県 1

徳島県 1

香川県 6

都道府県 人 数

愛媛県 10

高知県 5

福岡県 19

佐賀県 4

長崎県 11

熊本県 6

大分県 5

宮崎県 10

鹿児島県 8

沖縄県 19

国外 13

合計 6,008

市町村 人 数

福島市 2,324

会津若松市 187

郡山市 1,664

いわき市 3,114

白河市 256

須賀川市 140

喜多方市 19

相馬市 422

二本松市 970

田村市 72

南相馬市 1,936

伊達市 105

本宮市 460

桑折町 140

国見町 28

川俣町 50

大玉村 180

鏡石町 7

市町村 人 数

天栄村 1

下郷町 3

南会津町 9

北塩原村 3

西会津町 4

磐梯町 4

猪苗代町 20

会津坂下町 20

金山町 1

会津美里町 9

西郷村 128

泉崎村 6

中島村 2

矢吹町 38

棚倉町 7

塙町 3

石川町 5

古殿町 1

市町村 人 数

三春町 74

小野町 11

広野町 51

楢葉町 19

富岡町 21

川内村 4

大熊町 7

双葉町 -

浪江町 1,248

葛尾村 5

新地町 80

飯舘村 2

県内 1

合計 13,861

避難者総数

19,869

(前月 19,880)

(前月 13,865)

(前月 6,015)

浪江町民の避難状況（11月30日現在）
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被災自治体News

請戸漁港竣工式、防潮堤アート除幕式が
行われました

11月20日、請戸漁港にて、漁港の竣工式と防潮堤アートの除幕式が行われました。

なみえ創成小中学校の生徒などが防潮堤にアートを描いたことで、式典に招待されました。

防潮堤のアートは、子どもらしくカラフルに仕上げ、請戸のおいしいお魚でみんなが笑顔

になるように願いを込めて描きました。

除幕式にあたってはアートの説明を児童生徒の代表がハキハキと説明できました。

浜通り×さんじょうライフvol.524 7



被災自治体News

なみえの今と、魅力を見つめる1泊2日

なみえワーケーショントライアルは、10月から全５回の予定で始まりました。

北は仙台、南は大分まで全国各地からご参加いただき、浪江町のワーケーションの場とし

ての可能性を一緒に考えていただいております。

第2回となった11月13日（土）14日（日）には、10人の方が浪江町にいらっしゃいまし

た。

浪江町の市街地や請戸地区などを巡り、過去と現在の流れを知り、大堀相馬焼の陶芸体験

など伝統文化にも触れる1泊2日。

変化していく町の様子、残していく町の様子を見ていただき、参加いただいた方はさまざ

まな思い・考えを巡らせているようでした。

このワーケーショントライアルの参加が、ワーケーションについての可能性を考えるだけ

ではなく、未来に向けて様々な課題を考えるきっかけとなっていれば嬉しいです。

（なみえプロモーション課 吉野）
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被災自治体News

町民の皆さまへ（町長メッセージ）

12月1日HP更新

早いもので令和３年の最後の月、師走を迎えました。日ごとに寒さが増し、JR双葉駅前

のイチョウもすっかり葉を落としました。

新型コロナウイルス感染症も感染者が減少し、日常が戻りつつあるところですが、引き

続き町民の皆さまには感染予防対策の徹底をお願いいたします。

１０月２６日から１１月２７日までの期間に県内外１１カ所で開催した町政懇談会では、

ふるさとへの帰還に向けた準備の宿泊（準備宿泊）について各会場で説明させていただ

きました。出席いただきました皆さまには心から感謝申し上げます。新型コロナウイルス感染

症の影響のためか、一昨年実施した懇談会より参加者が少ない傾向にありましたが、皆

さまからのご意見・ご要望について検討させていただき、今後の復興まちづくりに反映させ

ていきたいと思います。

１１月３日には、いわき事務所において、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため

規模を縮小して令和３年度双葉町表彰式を挙行しました。今年度の表彰式では、特別

功労表彰として永年にわたり双葉町議会議員として地方自治の発展に尽くされた２人の

方に特別功労章と表彰状を、功労表彰として永年にわたりスポーツ推進委員として社

会体育の振興に尽くされた２人の方と、永年にわたり消防団員として消防活動に尽くされ

た１人の方に功労章並びに表彰状をお贈りしました。

さらに、永年勤続表彰として、多年にわたり双葉町スポーツ推進委員として社会体育

の振興に寄与された方、消防団員及び双葉町職員として職務に精励された７人の方々

に表彰状を贈りました。

また、災害業務支援のため多年にわたる職員派遣により双葉町の復旧・復興に貢献

いただいた富山県黒部市様に感謝状をお贈りしました。

町政進展・住民福祉の向上や避難者支援に多大な貢献をされました方々に対して、

改めて敬意と感謝を申し上げます。

双葉町からのお知らせ
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注意

被災自治体News

１１月１５日には、JR双葉駅東側に建設する役場仮設庁舎の安全祈願祭、起工式を

行い、西銘恒三郎復興大臣ほかご来賓の方々の出席のもと工事の安全を祈りました。

町内に役場機能を戻すことは、今後帰還を考えている町民の皆さまや新たに定住、移

住を考えている方々が安心して住めるという思いを醸成するとともに町の復興を加速させ

ていくものと考えております。

そして令和４年６月以降の特定復興再生拠点区域の避難指示解除と町への帰還を

目指して町民の皆さまが安心し、希望の持てる生活環境が整うよう様々な課題に全力で

取り組んでいく所存です。

結びに、双葉町の復旧・復興のためご支援とご協力をいただきましたすべての皆さまに

厚く御礼を申し上げますとともに、町民の皆さまにおかれましては、ご壮健にて新年を迎え

られますよう心よりご祈念申し上げます。

双葉町長 伊澤 史朗

令和3年度インフルエンザ予防接種の助成期間の延長について

12月2日HP更新

今年のインフルエンザワクチンは、コロナワクチンの影響もあり、例年よりも製造・出

荷が延びています。

そのため医療機関によっては12月中に接種できない可能性があることから、これまで

12月末までとしていた接種期間を、1月31日までに延長します。

接種に関しては、医師と相談の上、効果や副反応などを十分理解して実施してください。

対象者

双葉町に住民票がある方で、次のいずれかに該当する方

⑴ 接種日の時点で満65歳以上の方

⑵ 接種日の時点で満60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能に重度の障

がい(身体障がい者1級程度)がある方

接種期間

10月1日～ 令和４年1月31日

この期間以外の接種は自己負担となります。

次ページへ続きます
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被災自治体News

接種方法

●福島県内にお住まいの方

「高齢者インフルエンザ予防接種予診票」を持参し、協力医療機関で接種できます。

（無料）

●福島県外にお住まいの方

避難先自治体で接種方法を確認し、接種してください。

自己負担金が生じた場合は令和４年２月末日までに「助成申請書」による手続きが必要

です。

助成申請書

https://www.town.fukushima-futaba.lg.jp/secure/13578/2021influ-.doc

※福島県内の医療機関での接種を希望する場合は、双葉町健康福祉課にご相談ください。

注意事項

インフルエンザ予防接種は、本人が希望して受けるものです。

接種回数は１回です。２回目を希望する場合は全額自己負担となります。

事前に医療機関に予約してください。

受診の際は、新型コロナウイルス感染症にも留意し、マスクの着用・手指の 消毒・

混雑を避ける、などの感染症対策をお願いします。

「高齢者インフルエンザ予防接種の通知が届かない」「紛失した」などの際は、双葉

町健康福祉課（電話 0246-84-5205）までご連絡ください。

浜通り×さんじょうライフvol.524 11
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公立双葉准看護学院では、一般入学試験を実施します。

■募集人員

30人

■修業年限

2年（全日制）

■受験料

1万円

■受験資格

中学校卒業以上の者（令和4年3月卒業見込を含む・年齢不問）

■出願期間

令和4年1月5日（水）～1月26日（水） 必着

午前9時～午後4時30分 ※土曜日・日曜日・祝日を除く。

■試験日

令和4年2月1日（火）

■試験科目

筆記試験（国語）、作文、面接

【出願・問い合わせ先】

公立双葉准看護学院

〒975-0036 南相馬市原町区萱浜字巣掛場45-76

0244-32-0990

被災自治体News

TEL



11月30日（火）午前9時から大熊町道西20号の特別通過交通が開始となることから、同

日同時刻をもって常磐自動車道 大熊インターチェンジから自動二輪の流出が可能となりまし

た。

詳細は以下を参照ください。

経済産業省ホームページ

https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/ookuma_st67east-st20west-tokutuseido.html

Ｅ6

NEXCO東日本 お客さまセンター
0570-024-024 または 03-5308-2424

問い合わせ
TEL
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福 島 復 興 本 社

11月26日

「生命・身体的損害に係る賠償」につきまして、以下の通りご請求の受付を開始させてい

ただきますので、お知らせいたします。請求書類をご希望される方は、大変お手数ですが、

末尾に記載の「福島原子力補償相談室（コールセンター）」までご連絡くださいますようお

願い申し上げます。

・ご請求対象期間：2021年9月1日から2021年11月30日まで（原則3カ月単位）

・ご請求受付開始：12月1日

なお、当社事故により避難等を余儀なくされたことで、生命・身体的損害による就労不能

損害を被られている方につきましては、「生命・身体的損害に係る賠償」にて就労不能損害

をご請求くださいますようお願い申し上げます。

問い合わせ
＜原子力事故による損害に対する賠償に関する問い合わせ先 ＞
福島原子力補償相談室（コールセンター）

0120-926-404 午前9時～午後7時(月～金（除く休祝日))
午前9時～午後5時(土・日・休祝日)



市町村名 世帯数 人数

小高区 15 37

原町区 3 3

南相馬市 計 18 40

浪江町 3 10

双葉町 1 3

郡山市 5 9

合 計 27 62

三条市に避難している
世帯数と人数(2021.12.2現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511

浜通り×さんじょうライフvol.52414

交流ルームひばり通信

１２月の『ひばり』
日 月 火 水 木 金 土

３ ４

ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

ひばり休み ひばり休み ひばり休み
ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

ひばり休み ひばり休み ひばり休み
ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

問い合わせ TEL

E-mail
交流ルーム ひばり
（総合福祉センター内）
運営：さんじょう∞ふくしま「結」の会

0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[開設時間] 日・水 午前10時～午後1時

※さんじょう∞ふくしま「結」の会

避難者と三条市のボランティアの有志で組織している団体で、「交流ルームひばり」の運営を無償で

行っています。「交流ルームひばり」へお気軽にお立ち寄りください。

避難先住所等の届け出について

東日本大震災に伴い避難されている方で、次のような場合は、

全国避難者情報システム（避難者名簿）に登録されている内容を

変更する必要がありますので、ご連絡ください。

・転居したので住所が変わった（変わる予定である）

・家族構成が変わった（子が進学などで転出、帰還した家族がい

るなど）

・避難生活が終了した（避難の意思を有しなくなった）

連絡先
三条市 福祉課 福祉・公営住宅係

0256-34-5405TEL


